
識別子文字
識別子先頭文字

(1.1) 識別子

(1) 字句要素
字句要素を構成する文字と文字の間には、空白やタブ、改行は入れません。

進数字10

(1.2) 整数定数

▽

▽

= 英小文字、英大文字（a-z, A-Z）識別子先頭文字▽

= 識別子先頭文字 , 10 進数字（0-9）識別子文字▽

(1.3) 文字列

\

引用符内文字

 = ASCII 文字のうち、0x20, 0x21, 0x23 から 0x5b、0x5d から 0x7e　（※）

\ tn"

▽

▽

引用符内文字

" "

ASCII 文字を含まないUTF-8 エンコードのUnicode 文字
※ 空白 (0x20) からチルダ (0x7e) までのうち、「"」と「\」を除いた文字。
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(2.1) プログラム

(2.3) サブルーチン

(2) 宣言、サブルーチン

サブルーチン

( )

,

(2.4) 前方宣言

(2.2) サブルーチンヘッダ

func 識別子

識別子

(2.6) 文列

,

(2.5) 変数宣言

var 識別子

declare

変数宣言

前方宣言

proc

文列サブルーチンヘッダ end

サブルーチンヘッダ

実行文
分岐文

変数宣言



call

(3.1) 実行文

(3) 文

WHILE 文

FOR 文

PRINT 文

INPUT 文

return

式 then 文列

(3.2) 分岐文

IF 文

(3.3) IF 文

elsif

else

式変数名 =

文列

if end

手続き呼出 = サブルーチン呼出▽
手続き呼出▽

式

(3.4) WHILE 文

while 式 do 文列 end

for 式変数名 =

(3.5) FOR 文

to 式 式step

文列 enddo

変数名 = 識別子

break

var



(3.7) PRINT 文

print ( )

(3.8) INPUT 文

(3.9) サブルーチン呼出

input ( )変数名

,

サブルーチン名 ( )

,

式

(4.1) 式

(4) 式

項

二項演算子

(4.2) 項

前置演算子

因子

(4.3) 因子
( )式

変数名

関数呼出

(4.4) 二項演算子

二項演算子 = 'and' | 'or'
二項演算子 = '==' | '<>' | '>' | '>=' | '<' | '<='
二項演算子 = '+' | '-' | '*' | '/' | '%'

(4.5) 前置演算子

前置演算子 = '+' | '-' | 'not'

println

文字列

式

,

整数定数

関数呼出 = サブルーチン呼出▽

▽

▽

サブルーチン名 = 識別子▽


